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中学生 の 理 科 に対す る意識調査の 日中比 較研 究
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1 ．は じめに

　 OECD − PISA 調査 （生徒 の 学習到 達度調

査）， IEA − TIMSS 調査（国際数学 ・理 科教育

動向調査）及び全 国学力・学習状況 調査な どが

行われ，これ らの 結果か ら ， 我 が国の 理科学

習 に対 す る様 々 な課題 が挙 げ られ て い る。

TIMSS20071 ）の 結果 に よ る と，理科学習に

対す る肯定的 な意識 が未 だ 国際的に低 い 数

値で ある。

　そ こ で本研究で は ， 近年急激に科学技術化

が行われて い る中国 で ，教育学部 と学術交流

協定締結校附属中学校の 生 徒を対象 に ，彼 ら

の 理 科を学ぶ 動機や学習に対す る意識，理科

授 業活 動 の 状況などを調査 し， 本学附属中学

の 生徒 の 実地調査の 結果 と比 較 ・検討 し た。

2．調査の 対象 と方法

D 調査 課題

2003 年に隅田 らに よ っ て ， 遼寧師範大学附

属 中学校 （以後，遼寧大附 中と呼 ぶ）愛媛 大

学教育学部附属中学校 （以後 ， 愛媛大附中 と

呼 ぶ） に所属 する 中学 2 年生 を対象 とした，

理 科 に対する意識調査 が行われ た 2）
。 本研究

で は，そ の 結果 とも比 較検討す るた めに，そ

の 調査 を参考に ， さらに質問項 目を追加 し て

調査研究を実施 した 。 課題 は以 下の 通 りで あ

る。

　 第
一

の 課題は ，彼 らが理科 を学ぶ理 由を尋

ねる課題 で ，「将来 自分が望む仕 事に就 くた

め 」，
「親を喜ぱせ るた め 」，「自分が行 きた い

高等学校や大学 へ 入 るた め 」，
「自分 自身の 知

的な興味 ・ 関心 を満足 させ るた め 」，「その 他」

か ら重要度を百 分率で回答す るよ う求めた 。

　第二 の 課題 は ， 理科学習に対す る意識を調

べ る項 目で ，
「理 科 は楽 しい 」， F理科 は た い

くつ だ」，「理科はや さ しい 教科で あ る」，「理

科 は生活の 中で 誰 に も大切だ 1，
「将来，科学

（理 科）に関わ る仕事を した い 」 の 五 つ の 項

目に つ い て
，

1 （つ よ くそ う思 う）， 2 （そ

う思 う）， 3 （そ う思わない ）， 4 （全 くそ う

思わ な い ）の 評定尺度か ら自分 の 考え に 最も

近 い もの を回答する よ う求めた 。

　第三 の 課題 は，理科 の 授業活動状況 を尋 ね

る もの で ，「教師が問題 の 解き方を示す」，「板

書内容の ノ ー トへ の 筆記 」，「小 テ ス トや試

験 」，
「ワ ーク シ ー トや教 科書で 自己学習」，

「コ ン ピュ
ータ の 使用」，

「小 グル ープ で 共同
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図 1 江 西 師 範 大挙 附 属 中 学 生 に お げる理科を学ぶ理 由

　　 　 （現 地 でのア ン ケート調査結果より作成）

学習」，
「教師が宿題 を出す」，「宿題 の 答え合

わせ 」，「教師が演示実験 をみ せ る 」，
「自分た

ちで実験や観察を行 う」 の 10 項 目の 活動が

授業 中に どれ くら い の 頻度 で 行 われ て い る

か を， 1　（い つ もある）， 2　（よ くある）， 3

　（あ ま りない ）， 4 （
一

度 もない ） の 評 定尺

度 か ら最 も近い もの を回 答す る よ うに求 め

た。

　2 ）調査方法 及び対象

　 調査 は，質問紙調査 形式で 行 っ た。無記名

で ，各参加者の ペ ース で 回答 し，調査用紙 は

その 場で 回収 した。調査時期 は，2009 年 9

月で あ る。調査 対象は，江西師範大学附属中

学校 （以後 ， 江西 大 附中）に所属す る中学 3

年生，1 クラ ス を対象にア ン ケ
ー

ト調査 を行

い
， 男子 22 名，女子 28 名，計 48 名 を分析

対象 と した。ま た，同クラ ス の 理 科の 授業を

観察する実地 調査 もあ わせ て 行 っ た。

3 ．結果 と考察

1 ）江西師範大学附属中学校 の 中学生が理

科 を学ぶ理 由は何か

　理 科 を学ぶ 理 由 として五 項 目を挙げ，そ れ

ぞ れ の 重要性 を 百分 率で 記 入 させ た 結果 を

平均値で ま とめた もの を図 1 に示 す。

　 理 科が楽 し くない と感 じた り ， 理 科を勉強

す る の は 退屈だ っ た りす る よ うな 「理 科離

れ 」
・「理 科嫌い 」 の傾 向は 中国で は見 られ な

か っ た 。 た だ，理科がや さしい と感 じた生 徒

の 割合は 低か っ た
。 理 科が 生 活 の 中でだれ に

も大切で ある とか，将来，科学 （理科）に関

わ る仕事が した い と思 う中国の 生徒 は 9 割

近 くで あ っ た 。

　 中国で 行わ れ て い る理 科 の 授業 は淡 々 と

し た もの で あ るに も関わ らず，「理科嫌い 」
・

「理科離れ 」 の 生徒は ほ とん どい な い こ とが

今回 の 調査で も明 らか にな っ た 。 調査 結果 を

考察す る上で ，教科書分析 を行 い
， 他 の 項 目

の 回答 に つ い て も合 わせ て 考察 したで そ の

結果 に つ い て報告す る．
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